
アドバンテージ日本株式ファンド
追加型投信／国内／株式

＜ファンドの特色＞

１ 日本の金融取引所に上場する企業の財務情報・非財務情報を総合的に勘案し、主として「優位性
（アドバンテージ）」のある企業に投資します。

２ 優位性（アドバンテージ）は、財務情報における収益性・成長性・効率性・安定性等や非財務情報
情報における技術力、ブランド力、人材等を要素として評価します。

３ 業種を問わず個別企業の力量を測るボトムアップ分析を主とし、さらに景気サイクルなどのマクロ分析を
加味してポートフォリオを組成します。

４ 信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

<ファンドの仕組み>

マザーファンド受益証券を主要対象として、安定した収益の確保を図ることを目的として運用を行います。

＜運用プロセス＞

■ 日本の金融取引所に上場する企業の内、
グッドバンカー社*の調査対象銘柄に関
する投資助言を参考に、財務情報・非財務
情報に含まれる様々な情報を収集し、定性・
定量の両面から評価・分析し、「優位性
（アドバンテージ）」のある投資候補銘柄群
を選定します。

■ 投資候補銘柄群から、「優位性（アドバン
テージ）」に対する確度の高さや株価評価
（バリュエーション）等を考慮し、投資魅力
のある銘柄に投資します。

*株式会社グッドバンカー：1998年設立。ESG（環境・社会・企業統治）
   ビジネスに関する調査・評価会社
2023年10月26日付けでファンドの運用プロセスを変更しました。

最終ページの「一般的な留意事項」を必ずご覧ください。

http://www.capital-am.co.jp/CAMのホームページはこちらをクリック

http://www.capital-am.co.jp/


* ROE  （自己資本利益率）＝ 当期純利益 ÷ 自己資本×100 （％）企業の自己資本に対する当期純利益の割合
ROA  （総資産利益）      ＝ 当期純利益 ÷ 総資産×100 （％）企業の総資産に対する当期純利益の割合
ROIC （投下資本利益率）＝（税引き後営業利益）÷（自己資本+有利子負債） （％）

実質的な投下資本（自己資本や有利子負債）に対して生み出した利益の割合

「優位性（アドバンテージ）」 財務情報

「優位性（アドバンテージ）」 非財務情報

最終ページの「一般的な留意事項」を必ずご覧ください。

上記データは過去の実績および現時点での予想であり、将来の動向やファンドの運用成績等を示唆あるいは保証するものではありません。



日本企業の変化を反映し始めた株式市場

＜着目ポイント＞
１ ROEの国際水準を目指す（伊藤レポート*による最低ROE8％の浸透）
２ ニッチマーケットでシェアトップ戦略の採用（価格支配者として営業利益率上昇を追求）
３ M&Aの戦略的活用（R&Dの代替手段、マーケットシェア拡大の手段）
４ 事業売却による経営資源の戦略的統廃合の推進
５ コスト抑制による営業利益率の拡大
（フリーキャッシュフローの増加 ＝ M&Aや株主還元のための潤沢な原資を確保）

６ 株価重視経営のメリットを最大限に活用（高株価により株式交換型M&Aで優位に立つ）
７ 東証の改善要請*への適応力を試される（PBR1倍以上への株価対応＝株主還元の積極化）

成長を目指し欧米流の経営手法を柔軟に採用し始めた日本の経営者

外国人投資家による日本企業の再評価をもたらしている

＊伊藤レポート：経済産業省が2014年8月に公表した「『持続的成長への競争力とインセンティブ
～企業と投資家の望ましい関係構築～』プロジェクト」の最終報告書。当時の一橋大学教授伊藤邦
雄氏が座長を務めたため「伊藤レポート」と称される。
＊東京証券取引所による「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応の要請」
（2023年3月31日）

日本の株式市場は長期の低迷から抜け出しつつある

上記データは過去の実績および現時点での予想であり、将来の動向やファンドの運用成績等を示唆あるいは保証するものではありません。

最終ページの「一般的な留意事項」を必ずご覧ください。

日経平均株価の推移（1988年1月～2023年9月末）



企業価値の向上が進んでいる日本企業

ROE8％経営の浸透が進んでおり、今後はPBR1倍対応の進展が見込まれる

時価総額上位10位の変遷（1993年-2023年）

この30年で時価総額上位企業の顔ぶれが大きく変わった

最終ページの「一般的な留意事項」を必ずご覧ください。

上記データは過去の実績および現時点での予想であり、将来の動向やファンドの運用成績等を示唆あるいは保証するものではありません。

2000年3月：ROE8%以下、PBR2倍以下に集中 2023年3月：ROE8%以上が増加、PBR1倍以下は改善要請

※日経225採用企業のうちROE30％以下、PBR5倍以下の企業を抽出
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営業利益率は継続的な改善が続いている

出所：日本経済新聞電子版2023年9月27日付け記事より抜粋
 日本経済新聞社より許諾を得ております。無断で複写・転載は禁じます。

※日経225採用企業のうち営業利益を公表している企業を抽出（銀行、商社を除く）
   点線はこの期間のトレンドを表す
   出所：QUICK社のデータを基に、キャピタル アセットマネジメントが作成

大企業経営者の78%が「ROEの引き上げが必要」と回答
（日本経済新聞社「社長100人アンケート」より抜粋）



リスクについて

手続・手数料等

最終ページの「一般的な留意事項」を必ずご覧ください。

取扱販売会社はこちらです。 →

http://www.capital-am.co.jp/products/fund_advantage.html#adv_hansya


収益分配金に関する留意事項

一般的な留意事項
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